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県
民
二
五
六
名
が
起
こ
し
た
、
自
衛

隊
イ
ラ
ク
派
兵
差
止
訴
訟
の
第
三
次
分

の
判
決
が
二
月
二
十
四
日
、
岡
山
地
裁

で
あ
り
ま
し
た
。 

判
決
は
、
原
告
ら
が
求
め
た
イ
ラ
ク 

派
兵
に
対
す
る
違
憲
確
認
と
、
派
兵
差
し
止
め

の
請
求
を
却
下
し
、
派
兵
の
た
め
に
侵
害
さ
れ

た
原
告
ら
の
精
神
的
苦
痛
に
対
す
る
慰
謝
料

の
請
求
も
棄
却
し
ま
し
た
。 

岡
山
と
同
趣
旨
の
裁
判
は
二
〇
〇
四
年
か 

ビ
キ
ニ
被
災
５
５
周
年
３
月
１
日
に
３
・
１
ビ
キ

ニ
デ
ー
集
会
が
、
静
岡
県
焼
津
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

来
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
条
約
）
再
検
討
会
議
に

む
け
、
「
核
兵
器
廃
絶
」
を
世
論
と
国
民
の
運
動
で

い
か
に
作
り
出
す
か
を
参
加
者
で
学
び
考
え
ま
し

た
。
集
会
参
加
者
は
１
６
０
０
人
、
岡
山
か
ら
の
参 

ら
全
国
一
一
の
地
方
裁
判
所
に

提
訴
さ
れ
、
す
べ
て
原
告
が
敗
訴

し
て
い
ま
す
。
岡
山
地
裁
も
こ
の

枠
を
超
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、
司

法
の
果
た
す
べ
き
違
憲
立
法
審

査
権
の
行
使
が
ま
た
も
放
棄
さ

れ
ま
し
た
。 

 

し
か
し
判
決
は
、
憲
法
前
文
の

平
和
的
生
存
権
に
つ
い
て
、
す
べ

て
の
基
本
的
人
権
の
基
底
的
権

利
で
あ
っ
て
徴
兵
拒
絶
権
、
良
心

的
兵
役
拒
絶
権
、
軍
需
労
働
拒
絶

権
等
の
自
由
権
的
基
本
権
と
し 

て
存
在
す
る
と
明
確
に
判
断

し
、
こ
れ
が
侵
さ
れ
た
場
合
は

損
害
賠
償
が
請
求
出
来
る
と

し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
昨
年
四
月
の
名
古

屋
高
裁
判
決
を
さ
ら
に
深
め

る
判
断
で
、
問
題
と
な
っ
て
い

る
「
ソ
マ
リ
ア
海
賊
新
法
」 

や
「
派
兵
恒
久
法
」
の
策
動
を

許
さ
な
い
た
た
か
い
の
大
き

な
武
器
と
な
る
も
の
で
す
。 

加
は
１
５
人
で
し
た
。 

 

第
６
分
科
会
の
『
ビ
キ
ニ
事
件
と
原

水
爆
禁
止
運
動
を
学
ぼ
う
』
で
は
、
立

命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
名

誉
館
長
の
安
斎
育
郎
さ
ん
が
講
演
。
そ

し
て
、
第
五
福
竜
丸
元
乗
組
員
の
大
石

又
七
さ
ん
の
『
軍
国
少
年
だ
っ
た
か
ら

言
わ
れ
た
事
し
か
見
れ
な
か
っ
た
け

ど
、
い
ろ
ん
な
面
か
ら
見
て
学
ぶ
事
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
』
と
い
う
話
が
感

動
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。 
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平
和
委
員
会
あ
の
こ
ろ 

連
載
④

中
尾
元
重 

幻
の
「
平
和
を
守
る
夕
べ
」 

「
平
和
擁
護
大
講
演
会
」
の
成
功
の
後
、
結
成
さ
れ
た
「
岡
山
平

和
を
守
る
会
」
は
６
月
２
９
日
に
「
岡
山
市
戦
災
５
周
年
記
念
|
平

和
を
守
る
夕
」
を
開
く
準
備
を
進
め
、
６
月
２
７
日
に
最
終
打
合
せ

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
に
よ
る
と
当
日
の
行
事
は
相
生
橋
西
詰
め
に
あ
っ
た
岡
山

市
公
会
堂
で
午
後
６
時
半
か
ら
開
会
、
２
部
構
成
と
し
、
１
部
は
寺

田
熊
雄
岡
山
平
和
を
守
る
会
会
長
、
苅
田
ア
サ
ノ
共
産
党
代
議

士
、
中
原
健
次
労
農
党
代
議
士
、
戦
災
者
代
表
各
氏
の
講
演
と
、

戦
災
未
亡
人
の
決
意
表
明
に
あ
て
、
２
部
は
コ
ー
ラ
ス
、
朝
鮮
の
踊

り
、
映
画
「
暁
の
脱
走
」
の
上
映
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
文
化
祭
と
す

る
予
定
で
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
時
は
ま
さ
に
占
領
軍
（
実
質
米
軍
）
の
民
主
化
政
策
が

大
き
く
転
換
し
て
い
る
真
っ
最
中
で
。
国
警
本
部
が
全
国
の
デ
モ
、

集
会
を
禁
止
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
が
共
産
党
中
央
委
員
２
４
人

全
員
を
公
職
か
ら
追
放
し
て
、
「
ア
カ
ハ
タ
」
の
停
刊
を
指
令
し
た
ば

か
り
で
し
た
。
加
え
て
６
月
２
５
日
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
「
平
和
を
守
る
夕
」
に
も
占
領
軍
の
禁
止
命
令
が
出
さ

れ
ま
す
。
当
日
は
、
公
会
堂
入
り
口
付
近
に
米
軍
の
Ｍ
Ｐ
に
付
き
添

わ
れ
た
岡
山
市
警
の
警
官
約
４
０
人
が
立
ち
は
だ
か
り
、
続
々
と

集
ま
る
市
民
の
入
場
を
制
止
ま
し
た
。
約
５
０
０
人
の
市
民
は
そ
の

場
で
長
時
間
抗
議
し
ま
し
た
が
、
戦
災
５
周
年
を
記
念
す
る
つ
ど
い

は
つ
い
に
開
け
ず
、
権
力
の
手
で
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

お知らせ 
パンフ出来まし

た！  

 

 
２ ０ ０ 円 

注文は県平和委

員会まで 

【
編
集
後
記
】
「
海
ゆ
か
ば
」
的
「
万
葉
集
」
の

中
の
勇
ま
し
い
「
防
人
」
歌
は
、
２
０
０
０
首
中

２
０
首
も
満
た
な
い
と
故
加
藤
周
一
氏
は
書
い

て
い
ま
し
た
。
ソ
マ
リ
ア
沖
に
行
く
こ
と
を
喜
ん

で
い
る
の
は
政
府
財
界
の
一
部
分
だ
け
と
言
う

こ
と
は
確
か
で
す
。
（
く
） 

 
☆連続講座「わが町の大切な戦争遺跡亀島山地下工場に学ぶ」単発 1 回 500 円 

  ４月１２日（日）１３：３０～１６：３０ 水島勤労福祉センター 

  第２回：亀島山地下工場フィールドワーク 講師：土屋篤典・佐郷正明 

☆「自衛隊イラク派兵差止岡山訴訟一次・二次判決」 

  ４月２３日（木）１１：００～ 岡山地方裁判所 

☆「５・３憲法記念日 岡山県民のつどい 輝け日本国憲法！集会」 

  ５月３日（日）１３：３０～１６：３０ 三木記念ホール 記念講演：前田 朗 

☆「岡山市職員・退職者九条の会 講演会」 

  ５月９日（土）１４：００～１６：３０ 岡山市勤労者福祉センター 

  講演：中尾元重さん（岡山県平和委員会会長）  報告：学童保育九条の会から 

☆連続講座「わが町の大切な戦争遺跡亀島山地下工場に学ぶ」単発 1 回 500 円 

  ５月１０日（日）１３：３０～１６：３０ 水島勤労福祉センター 

     第３回：航空機製作所の設立とその影響 講師：上羽 修 

☆高梁９条の会「結成４周年市民のつどい」記念講演会 無料 

  ５月１０日（日）１３：３０～１６：００ 高梁総合文化会館レクチャールーム 

     講演：池住憲義さん（自衛隊イラク派兵差止名古屋訴訟原告団長） 

☆日本平和委員会「第７回青年研修会」  ５月２２日（金）～２４日（日）沖縄・那覇 

☆「岡山県平和委員会２００９年度総会」  ５月３１日（日）１３：００～１６：００  
☆「日本平和委員会創立６０周年全国大会」  ６月１３日（土）～１４日（日） 大阪 

☆「第４３回岡山県母親大会」７００円 

  ６月１４日（土）１０：００～１６：００ 高梁文化会館、高梁文化交流館 
     平和・憲法分科会 助言者：小坂洋志さん（高梁９条の会） 


